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災害時要配慮者の防災対策を進める
ファーストステップ



⾃⼰紹介

・九州⼤学 ⼤学院⼈間環境学研究院 都市・建築学部⾨ 准教授

・博⼠（情報学）︓京都⼤学防災研究所・⾮常勤講師、福岡⼤学⼯学部・⾮常勤講師を兼務

・社会⼼理学の観点から地域防災の推進に関する研究を⾏う。特に、住⺠の主体性をふまえた
防災活動や災害時要配慮者を対象とした避難訓練、ICTを活⽤した防災活動の⼿法の開発など
を研究している

・⾼知県⿊潮町や静岡県沼津市、宮崎県宮崎市、福岡県久留⽶市などで地域住⺠や⾏政、学校、
企業と連携して、津波や地震、⼟砂豪⾬防災のアクションリサーチに取り組む

・地区防災計画学会・幹事、宮崎県防災会議地震専⾨部会・専⾨委員、⼟佐清⽔市事前復興ま
ちづくり計画庁内検討委員会・アドバイザー、⾼知県⽴⼤⽅⾼等学校・コンソーシアム委員な
どを務めている
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本⽇の流れ
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（１）グラデュアル・オンセット・ディザスター（gradual-onset-disaster）

（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー（foot-in-the-door strategy）

（３）ブリコラージュ（bricolage）

【本⽇の学習⽬標】
災害時要配慮者をめぐる課題解決の解像度を上げる
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https://www.mbs.jp/news/feature/specialist/article/2024/08/102607.shtml

https://www.yomiuri.co.jp/national/20240809-OYT1T50243/

⽇向灘の地震
（2024年8⽉8⽇）

→「臨時情報（注意）」

豊後⽔道の地震
（2024年4⽉17⽇）

→（ヒヤリ）発表されず

https://www.kochinews.co.jp/article/detail/738912



XXXX年X⽉X⽇

5https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jishin/nteq/manga2.png

2024年8⽉8⽇ 2025年1⽉13⽇



【参考】地震の予知と予測
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https://mainichi.jp/articles/20250514/k00/00m/040/128000c



【参考】地震の予知と予測
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https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250529/k10014820241000.html

https://news.yahoo.co.jp/articles/05e2da63ecabde66865bedbe99833efd46360925



【参考】地震の予知と予測
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https://www.jishin.go.jp/main/pamphlet/saizensen/saizensen.pdf https://news.yahoo.co.jp/articles/66dfe705ee84d71e99006e24617970690785b735

臨時情報 ＝ 地震の「予測」 ≠ 地震の「予知」



（１）グラデュアル・オンセット・ディザスター
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災害とは・・・

rapid-onset-disaster（突発的に⽣じる災害）だけではなく

gradual-onset-disaster（緩慢に始まる災害）が存在する（⽮守ら, 2021）

臨時情報や ⽇々⾼まる災害リスクも グラデュアル・オンセット・ディザスター

→「今⽇地震が起きなかったから 明⽇も来ないだろう」ではなく

「今⽇地震が来なかったら 明⽇地震が起こる可能性はもっと⾼くなる」のである

→実は今この瞬間も、緩慢に災害が始まっていると⾒ることもできる



10https://www.data.jma.go.jp/kochi/jishin_bosai/jishin_nankai.html

12⽉21⽇

12⽉24⽇

10⽉28⽇

12⽉3⽇

？⽉？⽇

なぜか晩秋〜冬（少⾬期）に多い

https://www.data.jma.go.jp/kochi/jishin_bosai/jishin_nankai.html
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https://news.yahoo.co.jp/expert/articles/6f7fd34542ad771b8c928895cc259db90cbdf419



本⽇の流れ
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（１）グラデュアル・オンセット・ディザスター（gradual-onset-disaster）

（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー（foot-in-the-door strategy）

（３）ブリコラージュ（bricolage）

【本⽇の学習⽬標】
災害時要配慮者をめぐる課題解決の解像度を上げる



• ⾃治体を対象にした朝⽇新聞の調査によると、津波対策

の課題を選択式で尋ねたところ、最多の９９市町村（７

１％）が「避難⾏動要⽀援者（⾼齢者や障害者など）の

⽀援」を選んだ（朝⽇新聞、2019）

• 南海トラフ巨⼤地震による被害が想定される地域では、

訓練参加率が低い傾向にある

• ⾼知県障害者（児）福祉連合会が県内の障害者を対象に

実施した防災意識調査で、７割近くの⼈が避難訓練に参

加していない実態が明らかになった（⾼知新聞、2019）
14

（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー

https://www.kochinews.co.jp/article/307590/



• 要配慮者⽀援のため多種多様な津波避難訓練が、各地で⾏われている

• 個別避難タイムトライアル（孫ら、2014）

• ⾞椅⼦やリヤカーを⽤いた避難訓練（杉⼭ら、2014）

• アプリを⽤いた避難訓練（⽮守ら、2015）

• 精神障害者による津波避難訓練（北村ら、2013）

• 災害時アクションカードを⽤いた訓練（湯浅ら、2015）
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（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー
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屋外空間を移動している
津波避難訓練ばかり



• 既存の津波避難訓練には「訓練の経路」において陥穽が

存在する

• 津波避難訓練の多くは、避難場所までの屋外経路におけ

る避難⾏動に注⽬した訓練である

• 8割以上の住⺠が屋内で被災した東⽇本⼤震災では、避難

⾏動を開始するまでに、平均17分から19分の避難準備時

間を要した（ウェザーニューズ、2011︔ サーベイリ

サーチセンター、2011）

• 要配慮者の津波避難の対策として、「屋内空間」の移動

に注⽬する意義は⼤きい 18

（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー

http://weathernews.com/ja/nc/press/2011/pdf/20110908_1.pdf



• 本研究では、津波災害時における要配慮者の⼗全な避難⾏動を検証し、要配慮者に対す

る津波避難訓練への参加促進の⽅策を検討することを⽬的に、屋内空間から避難経路に

出るまでの訓練「屋内避難訓練」の⽅策を提案し、その効果について分析した

19

（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー



• ⾼知県幡多郡⿊潮町佐賀地域の浜町地区の住⺠を対

象に検証を⾏った

• 2012年に内閣府が発表した南海トラフ地震の想定に

よると最⼤34mの⽇本⼀の津波⾼が予想された

• 浜町地区は、⼈⼝350⼈で65歳以上の⾼齢化率が

52%（2019年4⽉時点）の地区

• 鰹⼀本釣りの漁師が居住する漁師町

• 内閣府が発表した南海トラフ地震の想定によると、

最短で地震発⽣からおよそ19分で浜町地区に第⼀波

の津波が到達し、最⼤浸⽔深が約20mと予測されて

いる
20

（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー

⾼知県 幡多郡 ⿊潮町
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• 浜町地区で⾏われてきた津波避難訓練は全て、家の外から避難場所まで移動する訓練で、屋内空間の津波
防災に関⼼が向けられなかった

• 浜町地区には⽇本⼀の⾼さの津波避難タワーが建設されており、屋内空間から主要道路まで避難できれば、

搬送等によって津波避難することが可能

• 浜町地区の⾃主防災組織と漁協⼥性部、⺠⽣委員、⿊潮町役場の地域担当職員と⼤学スタッフと共同で、
屋内避難訓練（居間や寝室から⽞関まで移動する避難訓練）を実施した

22

（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー
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• 今回の訓練に参加した要配慮者の多くは、浜町地区の津波避難訓練に参加してこなかったが、
彼らは津波防災に対して無関⼼だったのではなく、⾝体的な制約のため訓練に参加したくて
もできなかった住⺠であるとわかった

• 屋内避難訓練後、「訓練に参加できて、地区から⾒捨てられていないことが分かった（80
代・⼥性）」と感想を、訓練実施者に寄せた訓練者もいた

• つまり、要配慮者が参加できない通常の避難訓練は、要配慮者と⼀般住⺠との間に温度差を
⽣じさせかねないとわかった

• 既存の防災訓練の構造⾃体が、要配慮者を防災の枠組みから阻害していることが⽰唆された

• 要配慮者への防災対策が進まないことを、要配慮者の防災意識の⽋如といった当事者問題と
して短絡的に帰結してしまうのではなく、対策やそれを取り巻く環境に対する有効性と課題
を再検証をすすめることで、要配慮者に対する訓練参加促進の⽅策をはかることができる 24

（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー
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• 実はこれら⼀連の取り組みは古典的な⼼理学の概念を応⽤したもの（Freedman, 1966）

→それが、フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー（foot-in-the-door strategy）

26

（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー

https://img.ecnomikata.com/img_contents/column/images/11736_1_ureru.jpg?now=20161031160007

【グループ①】
⼩さな交通安全のステッ
カーを貼ってもらう
（⼩さなお願い）

↓
安全運転を呼びかける看板
を⽴てさせてほしいとお願
いする
（⼤きなお願い）

【グループ②】
いきなり安全運転を呼びか
ける看板を⽴てさせてほし
いとお願いする
（⼤きなお願い）

その結果、グループ①の承諾率は47.4％
⼀⽅、グループ②の承諾率は16.7%
→⼩さなハードルにすると参加を誘発できる
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（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー

⾃宅や近所の2階以上に移動する屋内避難訓練
２階は養蚕⽤の部屋
３０年ぶりに２階にあがった
（８０代・独居⼥性）
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（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー

⾃宅や近所の2階以上に移動する屋内避難訓練

• 訓練参加率 約９０％ (Sugiyama et al., 2020)
• ２階まで避難する「屋内避難訓練」の結果、⼀定数の住⺠が、⾃

宅に２階があるにもかかわらず、普段の⽣活は１階だけだった
• 中には、「階段を物置」にしていて、階段をすぐに上がれないよ

うな住⺠もいた。また、⼿すりのない階段もあったため、訓練後
に⼿すりをつけようと話す住⺠もいた

• ２階に⾷べ物や服や情報機器を置いていないので、２階で⼀晩過

ごす準備をする必要があるとわかった
• 電話が２階にない住⺠がほとんどで、１階が浸⽔した後に、助け

を求める⼿段がないことも課題
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（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー

平成30年7⽉豪⾬災害（⻄⽇本豪⾬）

• 倉敷市真備町でお亡くなりになった51名
のうち、⾃宅に2階があったにもかかわ

らず⾃宅の1階で無くなっていた⼈は、
22名もいた（塚⽥ら, 2020）

• 垂直避難したくでも、うまくできなかっ
た可能性がある

→垂直避難とは「⾔うは易く⾏うは難し」
な避難⾏動の可能性がある

→2階以上に⾏く屋内避難訓練はハードルが
低いだけではなく、対策の必要性も⾼い

https://www.bosai.yomiuri.co.jp/feature/1069
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（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー

個別避難計画をめぐる課題

• 災害時要配慮者対策の1つとして、2021年度の災害
対策基本法改正により「個別避難計画」、すなわち

災害時要配慮者が災害時に避難するのに必要な情報
をまとめた計画書の作成が、市区町村の努⼒義務と

位置づけられた
• 2022年時点で、「個別避難計画」の作成を進めてい

る⾃治体の割合は87.3%ののぼるものの、その「個

別避難計画」をもとにした避難訓練を実施している
⾃治体の割合は15.3%と低調である（内閣府・総務

省消防庁, 2022）。つまり、災害時要配慮者のため
の避難計画を作成していたとしても、その実効性が

⼗分に検証されていないのである（鍵屋, 2022）

内閣府・総務省消防庁「避難⾏動要⽀援者名簿及び個別避難計画の

作成等に係る取組状況の調査結果」、2022年６⽉28⽇



（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー

おためし避難の実践
✓発災時の⽀援の広がり災害時要配慮者とその家族が
⽀援者や近隣住⺠と⼀緒に避難する個別的な訓練

災害時要配慮者の気づき
✓発災時の⽀援の広がりに対する驚き
✓発災時のイメージの醸成（防災備蓄の拡充など）
✓他の当事者にとっての“お⼿本”としての使命感

⽀援者（⾏政）の気づき
✓画⼀的な⾏政⽀援をしていたことの反省
✓多様な特性に応じた柔軟な⼯夫の必要性の⾃覚

⽀援者（⾮⾏政）の気づき
✓期限を決めて個別的な訓練することの重要性の発⾒
✓避難所の開設タイミングと備蓄などの⾏政への提⾔ 32

視覚障がい者とのおためし避難（2024年11⽉29⽇）

聴覚障がい者とのおためし避難（2024年9⽉7⽇）
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本⽇の流れ
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（１）グラデュアル・オンセット・ディザスター（gradual-onset-disaster）

（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー（foot-in-the-door strategy）

（３）ブリコラージュ（bricolage）

【本⽇の学習⽬標】
災害時要配慮者をめぐる課題解決の解像度を上げる



（３）ブリコラージュ

ものづくりの２つのアプローチ（加藤, 2022）
ブリコラージュ

「①冷蔵庫をみて何をつくるか考える」
エンジニアリング

「②レシピを⼊⼿し，それに従って料理をつくる」

地域の素材 得意な⽅法

あるもので何とかする 科学知識ー設計ー必要な道具・ものー組み⽴て
39



（３）ブリコラージュ

üブリコラージュで防災を進める鍵︓⾝近なものを真似をする
  キーワードは「まねっこ防災」

40https://www.town.kuroshio.lg.jp/pb/cont/jouhoubousai-osirase/28854



（３）ブリコラージュ

ü「まねっこ防災」が発祥したのは、⾼知

県⿊潮町・⽩浜地区（杉⼭ら, 2022）

üおよそで20分で津波が到達し、最⼤で約

30メートルの浸⽔深の津波災害が想定さ
れている

ü⽇本⼀の津波⾼が想定されている地区の

⼀つ

ü災害時に、孤⽴集落になる恐れがある



【まねっこ防災】
家具固定の補助活動
屋内避難訓練

【まねっこ防災】
アプリを使った訓練

【まねっこ防災】
個⼈ボックスの備蓄

【新しい防災活動】
ブロック塀の撤去

【新しい防災活動】
⾞両を⽤いたアプリ訓練

【新しい防災活動】
⼟砂・豪⾬災害の
緊急避難場所の整備

（３）ブリコラージュ



（３）ブリコラージュ

43https://www.town.kuroshio.lg.jp/pb/cont/jouhoubousai-osirase/28854



（３）ブリコラージュ

44https://www.town.kuroshio.lg.jp/pb/cont/jouhoubousai-osirase/28854



（３）ブリコラージュ

45https://www.town.kuroshio.lg.jp/pb/cont/jouhoubousai-osirase/28854
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本⽇の流れ
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（１）グラデュアル・オンセット・ディザスター（gradual-onset-disaster）

（２）フット・イン・ザ・ドア・ストラテジー（foot-in-the-door strategy）

（３）ブリコラージュ（bricolage）

【本⽇の学習⽬標】
災害時要配慮者をめぐる課題解決の解像度を上げる



まとめ 〜防災の⼤事なマインド〜

100点満点の防災をすることは

できないけれども

何もしなければ０点

49


